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(57)【要約】
　測定位置が心臓に対して正しい位置にあるような方法
で血圧を測定するセンサシステムが、発明される。その
システムは、ワイヤレス検出器、トランシーバおよび演
算記録器からなる。そのセンサの読み取りはワイヤレス
で記録される。センサは人体の都合のよい部位に装着さ
れる。結合アンテナは、センサが心臓に対して所定の位
置内にある時にのみ、血圧の記録が実際に行われること
をアンテナの特性が保証するように設計される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　センサアンテナを有するセンサを設け、前記センサは動脈の近傍に搭載されて動脈の血
圧に応じたセンサ信号を出射し、前記センサアンテナはセンサ信号のワイヤレス読み取り
を可能にし、トランシーバアンテナを有して患者の心臓の近傍の位置から前記センサ信号
をワイヤレスで読み取るように適応されるトランシーバを設け、前記センサアンテナとト
ランシーバアンテナのアンテナ特性は、前記センサがトランシーバに対して所定空間内に
あるときにのみ前記センサ信号の読取りが行われ得る、センサのワイヤレス読み取りによ
って動脈の血圧を計るシステム。
【請求項２】
　前記センサアンテナは無指向性のゲインを有するように設計され、トランシーバアンテ
ナは、センサがトランシーバに対して所定の空間内にあるときには大きい感受性を与え、
センサがこの空間の外にあるときには小さい感受性を与える指向性のゲインを有するよう
に設計される請求項１記載のシステム。
【請求項３】
　センサ信号のワイヤレス読み取りがセンサとトランシーバ間の誘導結合に基づく請求項
１又は２記載のシステム。
【請求項４】
　トランシーバアンテナのトランシーバコイルは、所望のアンテナ特性が達成されるよう
な形状を有する請求項３記載のシステム。
【請求項５】
　トランシーバコイルは、患者の縦軸に実質的に平行な最大寸法を有するループ形状を備
える請求項４記載のシステム。
【請求項６】
　アンテナ特性は、楕円又は高次元楕円を実質的に形成する断面を有する請求項５記載の
システム。
【請求項７】
　センサ信号のワイヤレス読み取りは、電磁波に基づく請求項１～６のいずれか１つに記
載のシステム。
【請求項８】
　センサアンテナは無指向性であり、トランシーバアンテナが、双極アンテナ，変形双極
アンテナ，セラミック材料および／又はメタ材料のような特別の電磁特性を有する材料に
基づく合成アンテナ、１つ以上のスプリットリング共振器からなる合成アンテナ、および
所望の指向特性を得るための位相遅延を備えるアンテナアレイからなるグループから選択
される請求項７記載のシステム。
【請求項９】
　センサ信号のワイヤレス読み取りが超音波に基づき、トランシーバは水平平面で基本的
に感受性を有するように設計されてなる請求項１又は２に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は不干渉血圧測定システムに関する。特に、この発明は、心臓に対するセンサ
の位置に基づいて血圧の記録を有効化するシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　血圧は、侵襲圧力センサ、動脈拍動センサ、聴診法センサ及び圧力センサを用いること
により、多くの方法で計ることができる。これらの方法は患者の状態に影響を与えること
が不可避である。医師の診療室や病院において行われるかなりの数の測定が、一般的な環
境によって影響を受け、もし患者が医療環境によって影響を受けなかった場合に測定され
たであろう値と比較して全く異なることがあると報告されている。
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【０００３】
　米国特許第6,558,335号は、ヒト／患者の手首に装着され、血圧測定において、複雑で
はなく、患者を限定された位置に留めることに依存することのないセンサを開示している
。
【０００４】
　埋め込み可能な装置による受動圧力検出システムが、米国特許第6,855,115号に記載さ
れている。チューブ内の圧力を測るシステムにおけるワイヤレス圧力センサの他の記載が
米国特許第7,059,196号でなされている。
【０００５】
　しかしながら、患者の手首で測られる血圧は、心臓に対する手首の位置、特に心臓とト
ランシーバに対するセンサの高さに左右される。
【０００６】
　上述の文献に開示されたシステムは、トランシーバに対するセンサの位置に関する有効
な構成を全く備えていない。
【発明の概要】
【０００７】
　この発明によれば、センサのワイヤレス読み取りによる動脈血圧測定システムが提供さ
れ、そのシステムは、センサアンテナを有するセンサを設け、前記センサは動脈の近傍に
搭載されて動脈の血圧に応じたセンサ信号を出射し、前記センサアンテナはセンサ信号の
ワイヤレス読み取りに備え、トランシーバはトランシーバアンテナを有して患者の心臓の
近傍の位置から前記センサ信号をワイヤレスで読み取るように適応される。
　前記センサアンテナとトランシーバアンテナのアンテナ特性は、前記センサがトランシ
ーバに対して所定空間内にあるときにのみセンサ信号の読取りが行われ得るように設計さ
れてもよい。
【０００８】
　この発明によるシステムは、患者に対する干渉を最小にしながら血圧を測定するセンサ
システムである。そのシステムは、センサの形の検出装置と、トランシーバと、演算記録
装置を備える。そのセンサは通常手首に装着される。センサは、特別な個人センサである
ことが好ましい。トランシーバは、センサの状態をワイヤレスで読むことができる。
【０００９】
　一般的に、トランシーバは、例えば腰又は胸の周りにひもによって患者に取り付けられ
るので、トランシーバの心臓に対する位置はうまく定められる。一実施形態において、ト
ランシーバは包帯に組込まれて心臓に近い皮膚に固定されることが可能である。
【００１０】
　この発明の好ましい実施形態において、センサアンテナは指向性の独立ゲインを有する
ように設計され、トランシーバアンテナは、センサがトランシーバに対して所定空間内に
あるときには大きい感受性を、センサが前記空間外にあるときには小さい感受性を備える
指向性ゲインを有するように設計される。
【００１１】
　センサとトランシーバ間のワイヤレス結合は、誘導結合、容量結合、および／又は電磁
結合であってもよい。トランシーバは１つ以上の結合構成、例えば誘導結合と電磁結合を
用いるように適合されてもよい。
【００１２】
　この発明の一実施形態においては、センサ信号のワイヤレス読み取りは、センサとトラ
ンシーバ間の誘導結合に基づく。トランシーバアンテナのトランシーバコイルは、所望の
アンテナ特性が達成されるように形づくられる。トランシーバは、トランシーバコイルが
患者の縦軸にほぼ平行に最も大きい寸法を有するループ形状を備えることができるように
適合されてもよい。ループの形状は、楕円又は高次元楕円として表すことができる。トラ
ンシーバは、１つ以上、例えば２，３，４又はそれより多いコイルで構成することができ
る。
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【００１３】
　トランシーバアンテナのアンテナ特性は、楕円又は高次元楕円をほぼ形成する断面を有
することができる。
【００１４】
　誘導結合は、２つのコイル、例えば、センサの第１コイルとトランシーバの第２コイル
を用いることによって利用することができる。１つのコイル、例えば第２コイルが振動電
流によって駆動されると、他のコイル、例えば第１コイルは、駆動コイルからエネルギを
受ける受動コイルとして形成される。受動コイルから信号を得るために、結合効率は所定
値を越える必要があり、その所定値は、駆動コイルの電流の振幅と周波数、受動コイルに
付随する変調効果、および電気回路のノイズ特性に依存する。
【００１５】
　誘導結合に必要な要件は、センサとトランシーバのコイル間の空間が駆動コイルによっ
て放射される電磁放射の波長よりも十分小さいこと、および駆動コイルの磁界線が受動コ
イルの平面に直交する成分を有することである。最良の結合は、２つの結合コイルが同じ
直径であり、互いの先端で直交した場合に得られる。２つのコイルで形成される平面を平
行にすると、受動コイルが種々の方向に移動したときに、図３に示される双極アンテナの
放射パターンに類似の感受性ダイアグラムを得ることができる。特定形状のパターンはコ
イルの形状によって仕立てられ、例えば、楕円形を有することによって、受容角度は垂直
平面よりも水平平面において大きくなることができる。
【００１６】
　センサとトランシーバ間の距離が波長より大きい場合には、結合は、ラジオアンテナの
ように電磁相互作用に基づく。従って、センサ信号のワイヤレス読み取りは、電磁波に基
づくことができる。
【００１７】
　この発明の一実施形態においては、センサアンテナは、無指向性である。トランシーバ
アンテナは、双極アンテナ，変形双極アンテナ，セラミック材料および／又はメタ（meta
）材料のような特殊な電磁特性を有する材料に基づく合成アンテナ、１つ以上の共振器を
備えた合成アンテナ、および所望の指向性を得るために位相遅延を備えたアンテナアレー
からなるグループから選択することができる。
【００１８】
　共振器は分割リング共振器であってもよい。メタ材料は一組又は一連の分割リング共振
器として形成されてもよい。
【００１９】
　トランシーバが波長よりも小さいアンテナ長さを有する単純双極アンテナを備える場合
には、環状体の放射パターンが観察される。これはまた、アンテナのゲインと呼ばれる。
環状体の軸は双極アンテナの中心である。環状体の断面は円形である。双極アンテナの長
さが増大すると、平坦化パターンが観察できる。これは本願にとって望ましいことである
。
【００２０】
　さらに洗練されたアンテナのデザインが、アンテナデザインに関する標準文献に見られ
るように組み入れられてもよい（例えば、ジョンソン、リチャード、シー（エド）著「ア
ンテナ・エンジニアリング・ハンドブック（第３版）」1993年、マグローヒル社、第４章
第２～８節、参照）。高誘電体材料が、アンテナの物理的サイズを減少させるために組み
入れられてもよい。それは、高誘電体定数がアンテナにおける有効波長を減らすからであ
る。メタ（meta）材料のような新しい材料が、サイズをさらに減らすために適用されても
よい。メタ材料は、局部伝導共振器の形をとることができる構造を組み入れて、特定の周
波数において負の値を含む誘電率や電磁率のための任意のデザインに備える。
【００２１】
　トランシーバは本来、水平平面において感受性を有するように、つまりセンサ信号を読
み取るように設計されている。
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【００２２】
　この発明の実施形態において、トランシーバは、センサとトランシーバ間の結合が十分
でない、たとえば、或るしきい値より低くセンサが所定空間外にあることを示す場合には
、測定を放棄することができる。従って、トランシーバは所定空間内のセンサの有無を検
出し、それに応じて測定を記録するように適合されてもよい。血圧の測定値は、トランシ
ーバの位置に応じて、および／又は患者の位置に応じて、例えば患者が横たわっているか
立っているかによって、調整できる。
【００２３】
　この発明の一実施形態では、トランシーバの所望のゲインパターンは、楕円の断面を有
する円環体のパターンである。
【００２４】
　心臓に対するセンサの垂直位置は、血圧測定の精度に対して重要である。一実施形態で
は、所定の空間は、患者の心臓の下15cmから上15cmまでの高さ範囲を覆う。他の高さ範囲
であっても満足な結果を得ることができる。所定空間の半径は、０～約1m、好ましくは、
約5cmから約50cmである。
【００２５】
　センサ信号のワイヤレス読み取りは、一実施態様では、超音波に基づくものであっても
よい。
【００２６】
　結合アンテナは、センサが心臓に対して所定空間内の位置にあるときのみ血圧の記録が
実際に行われることをアンテナ特性が保証するように設計されてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
　この発明は、添付図面を参照してさらに詳細に説明される。ここで、
【００２８】
【図１】この発明によるシステムの実施形態を示す。
【図２】所定空間の内外におけるトランシーバとセンサの動作を示す。
【図３】双極アンテナのゲインパターンを示す。
【図４】双極アンテナのゲインパターンの断面の一部を示す。
【００２９】
発明の詳細な説明
　図１はこの発明によるシステムの一実施形態を示す。
　このシステムは、センサアンテナを有するセンサ１を備え、そのセンサは患者の手首に
動脈に近接して搭載されるようになっている。そのセンサは、動脈の血圧に応じてセンサ
アンテナを介してセンサ信号を出射し、センサにおけるセンサアンテナはセンサ信号のワ
イヤレス読み取りを行うようになっている。
　さらに、そのシステムは、心臓の近傍で患者の表面に設置されるトランシーバ２を備え
る。トランシーバ２はトランシーバアンテナを有し、センサ信号を患者の心臓の近くの位
置からワイヤレスで読み取るようになっている。センサアンテナとトランシーバアンテナ
のアンテナ特性は、センサ信号の読み取りが、センサがトランシーバに対する所定空間内
にあるときのみ実行可能となるように設計されている。
【００３０】
　センサアンテナは、全方向性ゲインパターンを有し、センサの状態、つまり、センサ信
号を読み取るために用いられるトランシーバアンテナは、センサがトランシーバを中心と
する所望の所定空間内に位置しない場合、例えばセンサの高さが図２に示すようにトラン
シーバの高さと非常に異なる場合には信号が得られないことを示すゲインパターンを有す
る。
【００３１】
　図２は、トランシーバ２がセンサからセンサ信号を読み取る所定空間４を示す。センサ
５は空間４の外部に位置し、センサ６は空間の内部に位置している。つまり、センサ５は



(6) JP 2010-514526 A 2010.5.6

トランシーバ２によって読み取られず、センサ６はトランシーバ２によって読み取られる
。従って、センサが不完全な測定を行う位置にあるときにはトランシーバ２はセンサ信号
を読み取らないので、センサ１，５，６からの不完全な測定の数は減少する。
【００３２】
　図３は双極アンテナのゲインパターンを示す。双極アンテナのゲインパターンは円環体
を形成し、その円環体は双極アンテナを修正することにより平にされるか変形される。図
４は或るアンテナゲインパターンの円環体の１つの環の断面を示す。円環体の断面は楕円
であってもよい。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】
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